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コンソーシアム活動の方向性

九州が目指す３つの姿

１．だれもが「半導体は社会基盤の主人
公である」とその価値を理解している九州

２．だれもが「半導体を学ぶ楽しさ」に共感
している九州

３．半導体産業で働くことに「誇り」と「生き
甲斐」を実感する九州

１．コンソーシアムの構成について
①コンソーシアムは、規約第３条に掲げる趣旨（前条の目的に賛同し、自らが保有する資源の提供
等コンソーシアムに協力を惜しまない）に賛同する機関の集合体。

②今後も構成機関による提案・活動、そして、一層の構成機関間の連携等によって、九州が一体と
なった活動を展開する。

③今後も、第３条の趣旨に賛同し参画を希望する機関があるときは、規約に基づき、参画の可否を
判断する。（＝間口は綴じない）

２．コンソーシアムの活動について
• 九州が目指す３つの姿を実現するため、構成機関が一丸となり、規約第2条に掲げる３つの取組
の柱にそった活動を推進する。

◆取組の３つの方向性

①半導体人材の育成と確保

②企業間取引・サプライチェーンの強化

③海外との産業交流促進

九州半導体人材育成等コンソーシアム
＜人材育成WG、サプラーチェーン強靱化WG＞

実現 実行
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① 企業間連携の深化と拡大

⚫ 企業間交流会（SIIQ主催）への参加【継続】

⚫ 九州域外との連携・マッチング支援（東北地域：レガシー製造装置のパフォーマンス維持、中国地

域：デバイスメーカー・サプライヤーとのマッチング）【継続】

⚫ BCP/物資安定供給WSの開催（九州域外との連携も視野）【拡充】

② 新たなビジネスモデル構築

⚫ 九州の半導体産業バリューチェーン構築WSの開催（ビジョン、戦略策定）【拡充】

⚫ 九州域内・域外、グローバルサプライチェーンへの参入支援（マッチング、ハンズオン）【新規】

③ 上記の実現に必要なネットワーク・体制整備【拡充】

大手企業と地場企業等との取引強化（サプライチェーン強靱化ＷＧ）

現状と課題

⚫ 2021年4月以降、公表・判明分だけで83件・4兆7,000億円超の新規投資が計画※１。台湾をは

じめ国内外のメーカーやサプライヤーが九州に注目（進出）。※1）2/27時点 九州経済産業局調べ。金額は公表済のみ

⇒ 九州域内への展開に加えて、グローバルサプライチェーンへの参入が課題

⚫ サプライチェーンの新規参入には、価格や技術的な差別化による競争優位が不可欠だが、中小企業

単独では難しく、「産学連携」「産産連携」などのアライアンスが効果的。 【2022年度調査結果】

⇒ 上記実現のためには深い相互理解・信頼関係が大前提。“顔が見える関係づくり”が重要

⚫ 国内におけるＩＣ生産の５割超が九州で生産※２。サプライチェーンの強靱化を通じて供給責任を果

たす必要。 ※２）生産金額ベース。九州経済産業局「九州地域の鉱工業動向」

⇒ 企業機密の取扱いに留意しつつ、災害等の非常時を想定したBCPに九州で取り組む
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2024年度の主な活動（案） ※２~3つのサブWG設置（各３回程度）






